
 

 

 

 

 

■中学校生活最後の一年 

75 期生のみなさん、進級おめでとうございます。本日より新しい「なかま」とともに令和３年度

（2021 年度）がスタートしました。 

３年生のみなさんにとって、いよいよ一中での最後の一年です。一人ひとりの頑張りとみなさん

の協力で、すばらしい思い出をつくっていきましょう。 

一方で、３年生にとって大切なことがあります。そうです、進路選択です。これまで小学校→中

学校へはほとんどの人が多くのなかまとともに進んできました。でも、義務教育もここまで。中学

校卒業後にどのような道を歩むのかは一人ひとり違ってきます。自分自身の進路をこの一年かけて

切り拓いていくことになります。 

 中学校卒業後の進路としては、大きく分けて「進学」と「就職」があります。ほとんどの中学卒

業生がさらに高度な知識や技能を習得するために、高等学校をはじめとする各種の学校へ進学しま

す。大阪府の中学卒業生の進学率はここ数年 98.5％です。高校受験は進路選択の大きなひとつです

が、「高校受験＝進路選択」ではありません。様々な進学先がありますし、また、ひとくちに高校と

言っても、多種多様の高校があります。 

大切なのは、「今後どのように生きていくか」という自分の生き方を考えることです。自分一人で

考えるのではなく、おうちの方としっかり話し合いをしてください。（まだまだおうちの方のお世話

になるんですから。）もちろん、担任の先生をはじめとして一中の先生もサポートしていきます。懇

談の席以外でもいつでも相談ＯＫ！です。決して世間の評判やうわさなどに惑わされることなく、

自分の目標をしっかり見つけてください。 

先生たちの願いは、3 年生全員が心からの笑顔で卒業すること、そして、それぞれの進路の第一

志望を手にすることです。そのためにこの一年間、先生たちも力いっぱい皆さんをサポートしてい

きます。夢を持ち、目標に向かって力いっぱい取り組む 3 年生であってほしいと思います。 

がんばれ！７５期生‼ 

 

■学校説明会のご案内  

この「サクラサク」では、進路にかかわる様々な情報をお伝えし

ていきます。学校説明会や体験入学のお知らせが多くなりますが、

ぜひいろいろな学校に出かけて、自分自身で学校の様子を感じ取っ

てください。 

 

■育英資金（奨学金）のご案内 

 奨学金の案内が届いています。 

秋ごろには、大阪府育英会から予約受付の案内が届きます。奨学金に関する詳細は石田までお問

い合わせください。 

奨学金名 募集開始日・〆切 備考 奨学金 

箕面市交通

遺児奨学金 

令和３年（2021年） 

4月 1日から随時 

応募資格 

①箕面市に居住 

②交通事故で扶養義務者（保護・監護する義務

を有する両親のいずれか一かたまたはこれに代わ

る扶養者をいう。）を失った 20歳未満の、小学

校・中学校・高等学校・特別支援学校・高等専門

学校・専修学校（外国人学校で義務教育・高等教

育課程に準じる課程に限定）に在籍する生徒。 

中学生・高校生等 

年額：７万円給付 

川口交通遺

児育英会 

令和３年（2021年） 

６月３０日までに手続き 

応募資格 

高等学校または高等専修学校に進学を希望する

中学３年に在学中の者で、保護者等が交通事故

で死亡、あるいは負傷のため著しい後遺症等のた

め働けなくなった家庭の子ども。 

① 月額 ２万円給付 

② 入学資金給付 

上限１０万円 

（奨学予約生のみ） 

あしなが 

育英会 

１次〆切 

・令和３年（2021年） 

 ７月３１日 

２次〆切 

・令和３年（2021年） 

 １２月１５日 

３次〆切 

・令和４年（202２年）  

 ２月２８日 

（いずれも消印有効） 

応募資格 

保護者が、病気や災害（道路上の交通事故除

く）、などで死亡、または保護者が１～５級の障害

認定を受けていて、経済的な援助を必要としてい

る家庭の子ども 

① 月額 

・国公立生 ４万５千円 

内訳 貸与 ２万５千円 

給付 ２万円 

・私立校生 ５万円 

内訳 貸与 ３万円 

給付 ２万円 

② 私立高校入学一時金 

３０万円貸与の制度あり 

箕面市立第一中学校 

第 75 期生進路だより 

Ｎｏ．１ 令和３年（２０２１年）４月８日 

●保護者のみなさま● 

１年間、進路を担当させていただく田中です。生徒たちはいよいよ最上級生となり、中学校生

活の総仕上げの年を迎えました。そして、この 1 年間一人ひとりがそれぞれの進路を決めてい

くことになります。その過程では、悩むこともたくさんあるだろうと思います。そんなときに、

ご家庭と学校とで、連携して生徒たちと向き合い、しっかりと支えていきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いします。 


